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CBPRシステムに「何か」を加えた認証方法の構築
 CBPRシステムそのものではなく、CBPRシステムを基礎とした新しい枠組みによるGDPRの認証方法と
のインターオペラビリティ

日EU相互認証とUS-EUプライバシーシールドのインターオペラビリティ
 US-EUプライバシーシールドの参加企業に対しては、「十分性認定に基づきEU域内から移転された個
人データ」を再移転することができるのではないか

OECDプライバシーガイドラインの活用
 プライバシー保護・個人データ流通に関するグローバルスタンダードとなり得る可能性

国際的なデータ流通の枠組みの可能性
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EU 米国

適切かつ合理的な方
法により、個人情報
保護法に沿った措置
の移転先による実施

を確保

プライバシーシールド
に基づく自己認証企業

日本

プライバシーシールド

相互認証

十分性認定に基づいて
EUから移転された個人
データ

補完的ルールに適合する
契約を締結

日・米・欧3極間のデータ流通の現状
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EU 米国

適切かつ合理的な方
法により、個人情報
保護法に沿った措置
の移転先による実施

を確保

プライバシーシールド
に基づく自己認証企業

日本

プライバシーシールド

相互認証

十分性認定に基づいて
EUから移転された個人
データ

補完的ルールに適合する
契約を締結

プライバシーシールドに
基づいて取り扱うことを

確保

日・米・欧3極間のデータ流通に関する将来の相互運用の可能性
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CBPRに「何か」を

加えた派生的な
認証の枠組み

GDPR所定の
認証方法

（46条2項(f)号）

CBPRに「何か」を
加えた派生的な
認証の枠組み

第三国の参加

CBPR
参加エコノミー

グローバル規模でのデータ流通枠組みの可能性
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EU 米国

企業単位の体制確認
・本人同意

日本

プライバシーシールド

相互認証

国際的な個人データの越境移転枠組み （イメージ）

５

連邦法なしGDPR

十分性認定

等

制限なし

個人情報保護法
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